
木島平村橋梁長寿命化修繕計画の概要
木島平村が管理する橋梁について、橋梁長寿命化計画を策定しました

計画策定の目的
現在、木島平村が管理する橋梁は、29橋あります。築年数30年以上の橋が72％
以上に達しています。20年後にはこれらの橋梁は築後50年を超えます。
積雪も多く、寒暖の差が激しい当地域では、橋梁各部位の損傷が目立つようにな
りました。今後、長期にわたって、安全に使用し続けるためには、定期的な観察及び
調査、並びに計画的な維持管理が必要です。

これらの課題を解消するために、損傷が大きくなってから直す『事後保全
型』管理から、損傷が大きくなり補修費用が増す前に計画的に補修する『予
防保全型』管理へ転換することを目的として、計画を策定しました。
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経過年数（築年～令和5年） 橋梁数 比率（%）

10年以下 1 3

10年超～20年以下 2 7

20年超～30年以下 5 17

30年超～40年以下 6 21

40年超～50年以下 5 17

50年超 10 35
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長寿命化計画によるコスト縮減効果
今回の計画対象橋梁を、供用開始から100年間維持すると想定して試算

予防保全と事後保全のメンテナンスサイクルとコスト縮減の概念図

長寿命化修繕計画
（予防保全型管理）

従来型修繕方法
（事後保全型管理）

３．２億円

４．７億円

縮減効果
▲１．５億円
（▲３２％）

中期修繕計画の内容
令和元年度〜令和4年度における橋梁点検において、損傷の進行がみら
れ、予防保全の観点からも早急に補修を行うことが必要と判断された橋梁
は下記の４橋です。

・定期点検調査で、判定区分がⅢまたはⅣの部位について補修を行う。

・越渡橋および三和橋については、令和5年度に補修設計業務が実施済みです。

橋梁名
2024年
令和6年

2025年
令和7年

2026年
令和8年

2027年
令和9年

2028年
令和10年

越渡橋 施 工

三和橋 施 工

山口橋 委 託 施 工

吉ヶ沢橋 委 託 施 工

維持管理の重要性
１．定期点検：橋梁の各部位の定期点検調査は、5年毎に行います。
２．日常点検：予防保全には日常的な管理も重要です。
＜日常管理における留意点＞

1）橋面からの管理
・舗装のひび割れの発生状況の確認 ・橋面上の泥や雑草の除去
・排水桝の目詰まり解消 ・高欄の破損は、緊急補修
・地覆ｺﾝｸﾘｰﾄのひび割れ、断面欠損の確認

2）下面からの管理（可能な場合）
・コンクリート部材：コンクリート部のひび割れ、断面欠損、鉄筋露出の確認
・鋼橋：鋼材の腐食状況や塗装の劣化状況の確認
・PC橋：PC鋼材定着部の損傷、プレキャスト部材接続位置からの漏水等

ご意見をお聞きした学識経験者
長野工業高等専門学校准教授奥山雄介先生

計画策定担当部署
木島平村建設課

（別添資料－２）
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